
  
責任者：統合病理学教室 谷口 浩二 （内線5050）

要旨

造血システムは、加齢とともに体細胞変異のある血液

細胞に次第に置き換わるクローン性造血となることが報告
されました。クローン性造血は、加齢に伴うさまざまな疾患
のリスクとなることが報告されています。私達の研究室で
は、クローン性造血から分化した「体細胞変異のある炎症
細胞」のがん微小環境における役割に着目し、研究してい

ます。「体細胞変異のある炎症細胞」とがん細胞の異常
ネットワークは、新たな治療標的としても期待されます。
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